
阪神高速道路株式会社（ 大阪市北区、 代表取締役社長:吉田光市） は、 グループ

会社６ 社（ ※） 及び一般財団法人阪神高速地域交流センタ ーと と もに、 ２ ０ ２ １ 年

4 月より 【 阪神高速 未来(あす)へのチャレンジプロジェ クト 】 をスタ ート し まし

た。

（ ※） 阪神高速サービス株式会社、 阪神高速技術株式会社、

阪神高速パト ロール株式会社、 阪神高速ト ール大阪株式会社、

阪神高速ト ール神戸株式会社、 阪神高速技研株式会社

本プロジェ クト は、 市民団体が阪神高速道路沿線で行う 公益的な活動に対し 、

公募により 助成を実施するもので、 市民団体と の協働により 社会課題の解決を図

り 、 地域・ 社会の持続的発展及び SDGs 達成へ貢献し ていく こと を目的と し て

います。

第 3 回助成と し て、 2 0 2 ３ 年６ 月５ 日から ７ 月３ １ 日まで、 ４ つのテーマ

（ ①安全・ 安心なまちづく り 、 ②持続可能な環境づく り 、 ③次世代を担う 人づく

り 、 ④地域・ 社会の活性化や賑わい創出） に沿った事業プランを募集し たと こ

ろ、 計２ ５ 事業の応募をいただきまし た。 これらを厳正に審査し た結果、 以下の

8 事業へ総額３ ９ 3 万円の助成を実施すること を決定し まし た。

団体名 事業名称 事業概要

特定非営利活動法人

NGO GOODEARTH

お米でつながる助け合

いのコ ミ ュニティ 、 通

称「 米ニティ 」

農家さ んからお米を買い取り 、 子育

て世帯を対象に注文を受け、 そのお

米を無償で配送または原価以下で販

売する。

特定非営利活動法人

大阪海さ く ら

大阪湾でアマモを育て

海の生物を知ろう 、 淀

川ゴミ 拾い大阪海さ く

らの『 プラスチッ ク問

題プロジェ クト 』 始動

「 大阪の海をきれいにし ょ 」 と 海を

通じ て幸せになるこ と を目的に、 プ

ラスチッ クゴミ やマイクロプラスチ

ッ クなどプラスチッ ク問題を重点的

に取り 組む活動を実施する。

特定非営利活動法人

関西 NGO 協議会

グローカルな社会課題

への探究機会と 課題解

決のためのユースチー

ムの組織化

「 若い世代」 が、 阪神地域のグロー

カルな課題について探究するための

国際協力スタ ディ ツアー等を企画

し 、 仲間を募る。 その後、 共通の課

題意識を持ち、 課題解決を目指す持

続可能なユースチームづく り を伴走

支援する。

【 阪神高速 未来
あ す

へのチャレンジプロジェ クト 】
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団体名 事業名称 事業概要

特定非営利活動法人

関西国際交流団体協議

会

海外にルーツのあるこ

どもたちの日本語の習

得支援及び居場所づく

り

外国にルーツを持つこどもたちに対

する日本語で学ぶ学習の支援と 、 学

校に馴染めないこ どもに対する居場

所を確保するこ と で、 無理なく 日本

の学校の授業に馴染んでゆく 過程を

主に支援する。

NPO 法人

サード プレイス

障害児家庭の育児支援 脳疾患を持つ子どもの親（ 約 2 0 0 組

以上） が会員で、 情報交換を行って

いる。 会員にピアサポータ ーと し て

協力いただき、 障害児、 特に脳疾患

を持つお子さ んのサポート 体制を整

備する。

一般社団法人

食べる健康プラッ ト フ

ォーム

食べる健康プラッ ト フ

ォーム『 つながる便』

フード ロスの削減を積極的に取り 組

む「 食関連企業団体」 より 、 SＤ Ｇ ｓ

活動の一環と し て生鮮食品（ 野菜・

日配品類） の提供を受け、 その食材

を「 こ ども食堂」 へ継続的に届ける

「 食」 のプラッ ト フォームを構築す

る。

つむぎ ⼦ ども・ ⼦ 育て⽀ 援事

業

発達障がいや知的障がいのある子ど

もを育てる方・ 子育ての悩みのある

方・ 支援者等が集まり 、 交流の場の

提供と 交流の促進、 講習等の実施、

地域の子育て関連情報の提供、 子育

て等に関する相談・ 援助を実施す

る。

特定非営利活動法人

ふらいおん

無料学習塾事業の運営

と 継続

現在大阪市で運営し ている無料塾

（ 合計４ 校舎） と 2 0 2 3  年 8  ⽉ 開

校予定の無料塾（ 合計 2  校舎） の運

営をし ていく と と もに、 今後の事業

の継続・ 発展を図る。

（ 団体名の 5 0 音順）

なお、 活動成果については、 2 0 2 ５ 年２ 月頃、 弊社Ｈ

Ｐ 等で公表する予定です。

今後も、 本プロジェ クト を通じ て、 地域・ 社会の持続

的発展に貢献できる活動を応援し 、 明るい未来の共創に

努めてまいり ます。




